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令和元年度鎌ケ谷市献血推進協議会 会議録 

 

開催日時：令和２年２月１２日（水） １３：３０～１４：１０ 

開催場所：総合福祉保健センター３階 集団指導室 

出席者 

 委員 

  大石孝会長、野村直人委員、森一夫委員、皆川洋子委員、 

  豊田寛史委員、飯嶋孝明委員、川崎洋委員、三浦弘委員 

 千葉県赤十字血液センター 

  梅澤秀夫献血推進一副部長、宮脇豊推進課主事 

 事務局 

  本間健康増進課長、鎌田係長、武藤保健師 

欠席者 

 杉戸一寿委員、川上輝委員、渋谷将重委員 

傍聴者 なし 

 議題 

１． 令和元度献血事業実績について 

   ※千葉県献血状況について 

２． 令和２年度献血事業実施計画について 

３． その他 

 

（事務局） 

本日は、お忙しい中、鎌ケ谷市献血推進協議会にご参集いただきまして、あ

りがとうございます。定刻となりましたので、ただ今より、令和元年度鎌ケ谷

市献血協議会を始めさせていただきます。私は、本日の会議で議長が決定する

までの間、司会・進行を務めさせていただきます健康増進課の鎌田と申します。

どうぞよろしくお願い致します。本日は、昨年７月の委嘱後、初めての会議で

ございますので、委員の皆様、並びに赤十字血液センター職員のご紹介をさせ

ていただきたいと思います。 

 

（自己紹介） 

  

（事務局） 

それでは、本日は委嘱後初の会議でございますので、会長・副会長の選出を

お願いしたいと思います。「鎌ケ谷市献血推進協議会設置要綱」第３条の規定に
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より委員の互選となっておりますので、よろしくお願いします。慣例では、本

協議会の会長・副会長につきましては、慣例で会長に保健医療関係団体の代表、

副会長に関係行政機関の代表の方にお引き受けいただいておりますが、いかが

いたしましょうか？ 

 

（一同）異議なし 

 

（事務局） 

ありがとうございます。 

保健医療関係団体からは、鎌ケ谷市医師会所属の先生を２名委嘱させていた

だいておりますが、事前に先生方にご協議をしていただきまして、大石委員と

させていただきます。それでは、本会の会長に大石委員、副会長に習志野健康

福祉センター長の杉戸委員とさせていただきます。 

それでは、大石会長、席の移動をお願いします。 

 

（事務局） 

さっそく議事に入っていただきますが、本会の議長は、鎌ケ谷市献血推進協

議会設置要綱第５条によりまして、会長が務めることとなっておりますので、

これ以降の議題につきましては、会長、議事進行よろしくお願いいたします。 

なお、当会議については、会議録作成のために録音させていただきますので、

ご了承ください。よろしくお願いします。 

 

（大石会長） 

それでは、早速、お手元の会議次第に基づき、議事進行させていただきます。 

まず「会議録署名人の選任について」ですが、事務局説明願います。 

 

（事務局） 

議事録署名人は、後日、事務局で本日の会議の記録を作成した後、署名をい

ただく方となります。慣例ですと、名簿順としており、今回は、ご出席者の中

で、豊田委員と飯嶋委員にお願いしたいと存じます。 

  

（大石会長） 

皆さん、いかがですか。 

  

（一同） 異議なし 
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（大石会長） 

それでは、豊田委員と飯嶋委員にお願いします。また、議事録については、

概要記載か、一言一句記載か、また、発言者名の記載はいかがいたしますか。

参考として、事務局から説明してください。 

 

事務局（鎌田） 

これまでの議事録は概要記載し、発言者名を記載しておりました。 

  

（大石会長） 

皆さん、今までどおりでよろしいですか。 

 

（一同） 異議なし 

  

（大石会長） 

では、そのように事務局で議事録の作成をお願いします。 

それでは、議事に入りますが、この会議の公開について、事務局より説明して

ください。 

 

（事務局） 

「鎌ケ谷市における審議会等の会議の公開に関する指針」に基づき、法令ま

たは条例の規定により会議が非公開とされる場合を除きまして、原則公開とな

っておりますので、当会議におきましても、原則公開とさせていただければと

思います。 

  

（大石会長） 

皆さん、よろしいですか。 

 

（一同） 異議なし 

  

（大石会長） 

事務局、本日は傍聴の希望はありますか。 

  

（事務局）  

ありません。 

  

（大石会長） 
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それでは、早速、お手元の会議次第に基づき、議事進行させていただきます。

議題の１令和元年度献血事業実績について事務局説明を願います。 

 

（事務局） 

資料編１ページ目の１．令和元年度献血事業実績をご覧ください。 

鎌ケ谷市主催事業実施状況については（１）のとおりです。 

次に、事業所等主催事業実施状況については、２ページ目の（２）のとおり

です。（１）と（２）の合計ついては、３ページ目の（３）献血区分別実施状況

のとおり、２００ミリリットル献血ついては、実績人数 １７人、４００ミリリ

ットル献血については、実績 ２９４人合計 ３１１人でした。なお、平成２９

年度、３０年度も載っておりますが、令和元年度分につきましては、令和元年

１２月末現在の実績となります。また、同様に同じ保健所管内の習志野市、八

千代市もありますが、こちらも令和元年１２月末現在となっております。 

資料編１ページ目の１．令和元年度献血事業実績をご覧ください。鎌ケ谷市

主催事業実施状況については（１）のとおりです。２００ミリリットル、４０

０ミリリットルともに年々減少傾向にあり、近郊市町村よりも目標達成率が低

い状況です。資料にあります市主催事業については昨年度同様の会場で同様の

回数で実施しております。今年度の取り組みとしましては、別紙の写真のコピ

ーしたものですが、実物はカラーで市長の了承を得て、大きなものとして印刷

して、掲示しました。 

また、市役所での実施分については、庁内での放送や各課への連絡を毎回実

施し、当日には庁舎内の各課職員向けに献血を呼びかけ、献血者へ献血ちゃん

タオルを配布しました。また、４０歳未満の若年層への啓発を目的とした「献

血クイズ」を福祉健康フェアで実施しました。このような活動の結果、市役所

庁内の献血では、目標値を超えた献血者数を得られることとなりました。 

しかしながら、事業所等の主催による実施状況については、得られる献血数

が少ないことで献血バスの出向を見送った事業所もあるのが現状でした。今後、

企業や事業所主催の献血が減少することが無いよう、血液センターの皆様と連

携して企業や事業所向けの呼びかけが必要と考えられます。協力団体の方々、

関係機関の方の日頃のご尽力により献血が普及されています。今後も活動への

ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

（血液センター） 

千葉県献血状況について（別添 資料参照） 

 

（大石会長） 
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ただ今の説明に対し、ご質問等はございませんか。 

 

（野村委員） 

病院では以前より自己血輸血が増えてきていると思われるが、普及と需要に

ついての現状はどうか。また、破棄せざるを得ない現状はありますか。 

 

（血液センター） 

自己血輸血は以前より少なくなっている。輸血の需要は高い。需給調整はし

ているため、破棄せざるを得ない状況は生じないようになっています。 

 

（大石会長） 

 ほかに、ご質問等はございまいせんか。 

 

（三浦委員） 

 鎌ケ谷市の目標値が他市とくらべても低いことに対してどんな分析ですか。 

 

（血液センター） 

市町村の目標人数は中間人口の按分となります。１００パーセントを超える

市町村は大きなショッピングセンターをもっている状況です。どの市町村も月

曜から金曜までは目標のおおよそ６割から７割程度で、土日でバスを派遣する

ことで不足分を補っています。銚子は１５０パーセントを超えていますが、市

役所以外の企業（商店や信用金庫）では割合は低いですが、イオンが毎月１回、

定期的にバスを出し、受付で１００名前後、７０～８０人の献血が可能である

ことでうまく調整しています。成田や木更津、市原も同じような状況です。鎌

ケ谷市では、計画では市役所４回・鎌ケ谷消防・鎌ケ谷警察署・鎌ケ谷総合病

院が年２回ですが、大きな事業所がないことやイオンなどの商業施設で採血が

進まないことで計画できていません。同じような状況で伸びていないところは

酒々井町などです。 

 

（三浦委員） 

流通の問題や飲食店が少なく、駐車場の問題などで近隣市の商業施設を利用

する鎌ケ谷市の状況が一つの問題となりましょうか。対策として回数を増やす

など、効果的な試案を考えるべきと思います。 

  

（大石会長） 

私から質問よろしいでしょうか。献血の人数について、数値としては会場を
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抱えている市町村は入りますか。その住民として数えるのでしょうか。 

 

（血液センター） 

会場を抱える市町村の数になります。 

 

（大石会長） 

ただ今の説明に対し、ご質問等はございませんか。なければ、議題１につい

ては、承認といたします。 

次に、議題の２令和２年度献血事業実施計画について事務局から説明を願い

ます。 

 

（事務局） 

資料編４ページ目の２．令和２年度献血事業実施計画（案）をご覧ください。

鎌ケ谷市主催事業実施計画については、移動採血車の稼動を考慮し、（１）のと

おり計画をたてました。新規開拓についての検討もしながら、できうる限りの

工夫をしてまいりたいと思いますので、今後とも関係の皆様方のご協力をお願

いいたします。 

 令和２年度のご協力につきましては、実施時間の調整が済み次第、各団体様

へは後日、確認の連絡をさせていただきたいと思います。令和２年度もよろし

くお願いいたします。 

 

（大石会長） 

ただ今の説明に対し、ご質問等ございませんか。無ければ、議題２について

は承認といたします。 

次に、議題３その他に入りますが、委員の皆様この際にぜひということがあ

りますでしょうか。 

事務局、何かありますか。 

  

（事務局） 

今期委員の任期は令和３年７月２９日までとなっておりますが、期日前に委

員の交代等が生じた場合には、鎌ケ谷市健康増進課までご連絡くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

（大石会長） 

なければ、以上で本日の日程を全て終了いたします。 

皆様、ご協力ありがとうございました。 
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以上、会議の経過を記録し、相違ないことを証し署名する。 

 

令和２年５月１８日 

 

署名人 豊田寛史 

 

署名人 飯嶋孝明 


